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1．はじめに 

立山室堂平(標高 2450m)は例年 6～8m の積雪

が記録される多雪地帯で、ここで形成される積雪

は雪が降り始める 10 月下旬から 4 月までほとん

ど融けることがない。そのため、積雪層内部に含

まれる化学成分やエアロゾル粒子が保存されて

いると考えられてきた(長田ら 2000)。 

 ところが、近年の立山室堂平での調査から、積

雪層の雪温が厳冬期でも融点に近くなっている

ことが分かり、積雪層内での化学成分の保存がど

のようになっているのかという問題が生じてい

る。 

 そこで本研究では、融点直下の積雪層で各種化

学成分がどの程度下方移動するかを室内実験か

ら調べる。 

2．実験方法 

実験は、積雪高 15 cm の人工的な積雪の中に化

学成分を含まない雪層と化学成分を含ませた雪

層(以下、化学成分層)を作成して行った。化学成分

には硫酸ナトリウムと硝酸マグネシウムを用い、

厚さ 0.5 cm の化学成分層を 2 層作成した。化学

成分層は積雪高 6～6.5 cm と 11.5~12 cm にいれ

た。なお、着色したガーゼを化学成分層特定のた

め、端部に挟んだ。上方より電球の光を日光に見

立て、日中は照射し、夜間は消灯することによっ

て気温の日変化を再現した。また、積雪層内の温

度は熱電対温度計を用いて測定した。 

 作成した積雪を 2 週間、低温室の中に置いたの

ち、圧密を考慮して、サンプリングを行った。化

学成分層 0.5 cm厚とその下 1.5 cm厚の合計 2 cm

分を 0.5 cm 厚ずつサンプリングし、化学分析直

前に自然解凍させた。化学分析には、富山市科学

博物館のイオンクロマトグラフ（SHIMADZU 

LC-10ADVP）を用いた。 

3．実験結果 

図 1 は実験①、図 4 は実験②の化学成分層付近

の雪温変動図である。また、図 2,3 は実験①、図

5,6 は実験②の後、サンプリングした試料の化学

分析結果を表したものである。矢印で示した部分

が化学成分層である。圧密の影響で化学成分層は

最初の高さより下方へ移動していた。 

実験①では全層平均雪温が－0.12℃であり、上

層、下層の化学成分層付近で 0℃に達することが

あった。実験②では全層平均雪温は－0.35℃であ

り、上層、下層の化学層付近で 0℃に達すること

はなかった。化学分析の結果、積雪の融点直下に

おいて化学成分の下方移動が確認できた。実験①

では、NO₃⁻が他のイオンより移動しやすいとい

う結果が得られた。実験②では、NO₃⁻が他のイオ

ンより移動しにくいという結果が得られた。 
 

＜実験①の結果（全層平均雪温：－0.12℃）＞ 

 

図 1 化学層付近の雪温 

 

 

 

 

 

図 2 下層の NO₃⁻濃度 図 3 下層の SO₄²⁻濃度 

＜実験②の結果（全層平均雪温：－0.35℃）＞ 

 

図 4 化学層付近の雪温 

 

 

 

 

 

図 5 下層の NO₃⁻濃度 図 6 下層の SO₄²⁻濃度 


